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つもりちがい 
「つもりちがい」

が何かと物議を

かもすという。人

生をタップリと生

き、経験や知識

も豊富な、しかも

長と名が付く役

職（経験）者ほど

陥り易いと聞く。

なぜなのだろう。

実はその人の周

りから忠告や苦言を言う人が減り、裸の王様になってしまう

からと言う。情報過多の時代なればこそ特に他人の声には

謙虚に耳を傾けねばカシコイつもりのバカに陥り易い。 

ところで美しい川の基本は「きれいな水が流れている

こと」、「流れが有っても汚水や廃水の有無つまり川魚など

が棲んでいるかどうか」がモノサシ、「つもりちがい」で美し

い川に誤解が起きないよう改めて考えて見たい。 

国や県は川に棲む生き物の数や種類が減ったり絶滅

した川は異常な川、河川や海洋荒廃の大きな要因とする。

特に崩壊した河川の修復工事には自然環境の保全を踏ま

えた多自然型への修復をするよう定め関係先を指導してい

る。というのも、近年までは諸事情により生態系の保全より

先ず修復を優先して来たことが、予想を超えて環境破壊等

を招いたと反省し、河川の有るべき方向を生態系の保全を

優先する道へとハンドルを切りました。 

つまり人も多様な生態系の一つ、共に生き、棲み分け

ることが「人類の生き残れる道」としたからです。例えばミツ

バチが姿を消せば花が実を付けず収穫できない作物が数

多く出て物価が高騰するとか、ダムにも人に一時は好都合

でも中長期では大きな災害を起こし兼ねない物があるなど。

ですから生態系の保全を無視し先ず修復との主張、美しい

川を目差す人なら大きな「つもりちがい」と言えましょう。 

つもりちがいにホタルが乱舞する川は美しい川という

誤解。川がゴミだらけでも流れが有り水質がマズマズなら、

魚は泳ぎウナギやナマズにカワゲラも棲む。ましてカワニ

ナが棲めばホタルも飛ぶでしょう。しかし川面や流れに触

れたり川に親しむ気持は起こらないでしょう。美しい川とは

ゴミも無く、多くの種類や数の魚が泳ぎ棲む川、ホタルが乱

舞し花の咲乱れる川原など、近づきたい・水面をのぞいた

り触れたいと人を誘う景観を持つ川と言えましょう。 

川の美しい景観を蘇らせたり護ることは、「コッソリと人

目を忍んで」川へゴミを捨てたり汚濁水を流したりさせにくく

しているつもり、美しい瀬戸内海の保全に貢献しているつも

り、身近なところで美しい自然を眺め心が癒されたという人

が増えたり喜んで頂いているつもり、そんな積りの夢を見な

がら私達は川美化に取組んでいます。ですがこれが正に

「つもりちがい」になっているかも知れませんが･････。 

ノーポイ運動・ゴミ減量作戦 
須加院川の会は一月の活動で丸八年を終え、須加院

川や姫路市道須加院線へのポイ捨てゴミゼロに向け二月

で九年目に入った。下は朝日新聞（昭和 56 年 10 月 8 日）

に掲載された記事。故上月繁幸（編集人の実兄）が約３０年

ほど前、すでにゴミのノーポイ運動に取組んでいたことを示

すものだが、身内自慢に取られるかもと迷ったが記事との

出会いも何かの縁と紹

介する事にした。 

は。

日

の目や手が国・県・市を

始め市民も深く関わら

れるだろう事などで確

率が高そうです。 

彼は記事掲載の

翌秋、妻子や親を遺し

早々と逝った。時は移

ったが記事の行間から

当時と今の社会状況、

派遣やパート労働など

未組織労働者への厳し

い労働条件や住居も無

く仕事に有り付けない

就業氷河期が重なり合

うように感じられる。そ

れはさて置き、記事に

は「船場川にアユが泳

ぐようになるような環境

問題に取組みたいと個

人的に思っています」と

ある。ところで「須加院

川をアユが泳ぐような

川にしたい」と願うのは

川の会の設立者、上月

時男会長の初志、しか

し達成できる確率は船

場川より困難が予想さ

れる。そのわけは、川

筋住民がイの一番に

「アユの泳ぐ川にしよ

う」と意思統一できるか

どうかが決め手で

頃の川美化への関

心度合い等から見れば

確率はかなり低そう。 

片や船場川は保

城から市川の水を豊富

に取れ、白国や大野川

等の流れも集め世界遺

産姫路城下を流れてい

るので、目標への管理
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・香呂南小前 ・花壇手入れと周辺の草刈および学校横周辺のゴミ拾い 
169 3 月 7 日(日) 

ＡＭ９：００～ 

～１１：００ ・毘沙門天下 ・前回移動済竹笹焼却（※午後から総会のため１１時に切上）

・２０１０年度総会（会員以外の方の参加も大歓迎です） 
170 3 月 7 日(日) 

ＰＭ１３：００～ 

～１６：３０ 

・いきがい 

センター ・総会終了後：茶話会、ダベリング 

・香呂南小前 ・花壇手入れと周辺の草刈および学校横周辺のゴミ拾い 
171 4 月 3 日(土) 

ＡＭ８：００～ 

～１１：３０ ・増田屋橋 ・元しんざか井堰～上流方面の草刈および周辺のゴミ拾い 

172 4 月 3 日(土) ＰＭ１２：３０～ ・鍵の谷・池尻 ・花見の宴会 ※雨天気味なら須加院公会堂で開催 

・香呂南小前 ・花壇手入れと周辺の草刈および学校横周辺のゴミ拾い 
173 5 月 2 日(日) 

ＡＭ８：００～ 

～１１：３０ ・公会堂付近 ・森の元井堰～営農倉庫付近の草刈および周辺のゴミ拾い 

① 高いつもりで低いのは教養 
② 低いつもりで高いのは気位 
③ 深いつもりで浅いのは知識 
④ 浅いつもりで深いのは欲 
⑤ 厚いつもりで薄いのは人情 
⑥ 薄いつもりで厚いのは面の皮 
⑦ 強いつもりで弱いのは根性 
⑧ 弱いつもりで強いのは我 
⑨ 多いつもりで少ないのは分別 
⑩ 少ないつもりで多いのは無駄 
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